
輸 入 検 疫 で 発 見 さ れ た 主 な 病 害 虫

昭和59年 に輸入検査申請のあった植物類は、840

千件で前年に比較するとやや増加 している。この

うちで病害虫付着のために消毒措置を行ったもの

が143千 件、廃棄処分は9千 件であった。

輸入禁止品は年間55,251件 で、すべて廃棄処分

にした。生果実類が最も多く、これら輸入禁止品

からは、わが国が侵入を最も恐れている、チチュ

カイミバエ(4件)、 ウリミバエ(11件)、 ミカンコ

ミバエ(228件)、 アリモドキゾウムシ(8件)、 コド

リンガ(2件)、 クインズランドミバエ(1件)、 イ

モゾウムシ(1件)が 発見された。また、この他に

発見されたわが国未記録の病害虫で主なものは、

別表の通りである。

発見病害虫

〈害 虫〉

Dendroctonus ponderosae

(アメリカマツノキクイムシ)

Dendroctonus brevicomis

(アメリカマツノコキクイムシ)

Scolytus scolytus

(ヨーロッパニレノキクイムシ)

Scolytus murtistriatus

(セ スジキク イムシ)

Anastrepha fraterculus

(ミ ナミアメリカ ミバエ)

Anastrepha ludens

(メ キシコミバエ)

Otiorhynchus sulcatus

(キ ンケクチブトゾウムシ)

Pantomorus cervinus

(フ ラーバラゾウム シ)

Hypera postica
(アルファルファタコゾウムシ)
Diabrotica undecimpunctata

(ジュウイチホシウリハムシ)

〈病 菌>

Colletotrichum capsici

寄主植物別発見回数

マツ類(15)

マツ類(1)

ケヤキ(2)

ニ レ(2)

ニ レ(2)

マンゴウ生果実(1)

グレープフルーツ生果実(1)

アスティルベ苗(1)
カエデ(1)

オランダユリ球根(1)
ブドウ生果実(1)
アンスリウム切花(1)

タマネギ(1)
マツ類(1)

レタ ス(1)

トウガラシ生果実

トウガラシ乾果
トウガラシ種 子

輸出国別発見回数

アメリカ(15)

アメリカ(1)

ベルギ ー(2)

イギリス(1)、フランス(1)

イギリス(2)

コロンビア(1)

メキシコ(1)

イギリス(1)

アメリカ(1)

オランダ(1)
ニュージーランド(1)

アメリカ(1)

アメリカ(2)

アメリカ(1)

タイ(19)、韓国(9)、インドネシア

(9)、マレー シア(6)、台湾(5)、シ

ンガポール(3)パ キ スタン(2)、

フ ィリピン(2)、インド(1)

タ イ(3)

韓国(2)

海 外 の ニ ュ ー ス
ブ ドウの芽 を暴 食 しだ したハ ム シ

カリフォルニア州では、土着のハムシ(grape

bud beetle:Glyptocselis squamulata Crotch)が ブ

ドウの芽を食害することは知られていたが、その

被害はごくまれであった。ところが、谷間のブド

ウ園で最近被害が増し、時に80%も の被害を受け

るようになった。※ このハムシも、その近縁種

も日本にいないが、しいて言えばヨモギハムシ

Chrysolina angsticollis(Motch.)などのグループ

(亜科)に含 まれる。年1化 性で、卵はブドウの樹皮

下などに産下される。幼虫がふ化するとすぐに落

下し、地中に潜ってブ ドウの根に達 し、それを食

害して成長する。成虫は春に土中から羽化して、

ブドウの芽や花芽を食害する。成虫の移動力が小

さいので、被害は局地的に起っているという。現

在のところ生物的防除は行われておらず、2年 に

またがる薬剤防除計画によって発生を抑えている

ようである。

以上がこの虫の状況であるが、その害虫として

の地位は、本誌に連載されている 「各地で話題の

病害虫」でとりあげられてきたものによく似てい

る。この虫は、アメリカ合衆国の最近の害虫各論

書でも紹介されていない。これは、この虫の加害

の程度がこれまで低かったこと、移動力が小さい

ので被害が局限されていたところから、合衆国全

体から見た害虫としては評価が低かったことによ

るものと考えられる。しかし、この虫が日本のブ

ドウ ・ワイン生産地に定着 した場合を想定すると

やはり検疫による侵入防止の重要性を考えざるを

得ない。この虫のように虫自体の移動力の小さい

ものにあっては、特に人間による植物や物資の移

動がその分布拡大にチャンスを与えることに留意

しておくべきであろう。(害 虫課 渡辺 直)

※California Agriculture(1984)38(5/6).
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